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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡や処置器具の出入り口となる、挿入ポートにおいて、体表側に位置するプレート
状の面を有する外套管と、
　柔軟で屈曲自在な可撓性樹脂により形成する筒状のポート周面と、
　前記ポート周面の近端部に設ける、該ポート周面より硬質な可撓性樹脂より形成する器
具保持部と、
　前記ポート周面の遠端部に設ける、前記外套管のプレート状の上面内部への装着手段に
より構成し、
　該ポート周面内部には空間が形成され、該空間の開口面は、ポート周面の近端側と遠端
側でほぼ同等か、あるいは、遠端側に向かって徐々に大きく形成されてなり、前記外套管
に該挿入ポート複数を設ける事ができることを特徴とする医療用処置器具の挿入ポート。
【請求項２】
　前記器具保持部に、前記挿入ポートの内腔と連通する挿入孔を設け、該挿入孔の孔面と
当接させて内視鏡や処置器具を保持し、該処置器具等の角度を変更するさい、前記器具保
持部と前記処置器具等の当接部、及び、前記装着手段は固定されたまま、変形することな
く、前記ポート周面のみが、変更動作に追従して自在な屈曲を可能とする請求項１の医療
用処置器具の挿入ポート。
【請求項３】
　前記挿入ポートに内包される弾性を有する気密弁を設ける請求項１乃至２の医療用処置
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器具の挿入ポート。
【請求項４】
　前記ポート周面を形成する柔軟で屈曲自在な可撓性樹脂は、ゴム弾性を有するシート状
樹脂より形成する請求項１乃至３の医療用処置器具の挿入ポート。
【請求項５】
　前記器具保持部と柔軟なポート周面は、異なる硬度を有する同じ、または、異なった樹
脂により形成してなる請求項１乃至４の医療用処置器具の挿入ポート。
【請求項６】
　前記器具保持部と柔軟なポート周面は、同じ材料の樹脂を異なった厚さで形成してなる
請求項１乃至４の医療用処置器具の挿入ポート。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に内視鏡下外科手術のさいに、体腔内への内視鏡や処置器具の挿入通路と
なる外套管等において、処置器具類の出入り口となる挿入ポート部分に関する。
【背景技術】
【０００２】
内視鏡下外科手術は、筒状の外套管を内針と共に経皮的に穿刺して、内針を抜去し、該外
套管を通して体腔内に内視鏡や処置器具を挿入し、内視鏡画像を見ながら行う手術として
発展してきたが、近年、この手術の適用の広がりや発達、また安全性、確実性が考慮さる
なかで、体表に小切開を施し、この切開創を通してリング状などに形成された外套管の遠
端側を体腔内に挿着し、体壁を開創した状態で体内外より挟持し、近端側に設けた挿入ポ
ートから体腔内に処置器具を挿入して手術する、内視鏡下小切開手術が行われている。
【０００３】
　このような小切開を施しての内視鏡下外科手術に使用する外套管としては、例えば、特
許文献１のような切開創保持器具が開示されている。これは、対向配置した体表側リング
及び可撓性の体腔内挿入側リングに筒状の弾性部材の両端部を拡張させて固定することに
より鼓型に形成し、該体表側リングと体腔内挿入側リングで切開創を開創状態に挟む保持
具本体と、該保持具本体の体表側リングに接合手段を介して脱着自在に取り付けられた他
種類のプレート部材により基本構成されており、本発明の適用となる処置器具の挿入ポー
ト部に関しては、他の外套管においても一般的と考えられる挿入ポート部として、該明細
書中に、プレート部材に気腹手術のさいに気密を維持する弁を複数設けた多弁プレートが
開示されている。この多弁プレートの挿入ポート部は、プレート台と一体化された弁基部
（ハウジング）内に、気密弁（クロス弁と開口弁の組み合わせ）を備えて構成されている
。また、別の外套管における一般的な処置器具の挿入ポートも、基本的にはハウジング内
に器具を保持する保持部や気密弁を有して構成されている。
【特許文献１】特開２００２－２８１６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、前記した従来の外套管等の挿入ポートでは、挿入ポートに処置器具を挿着して
、処置器具の角度を動かした場合、ハウジング（弁基部）や気密弁により処置器具の動作
の範囲が規正されてしまうため、安全に外部から操作できる体腔内の範囲は限られたもの
となり、広範に処置を行いたい場合は不便で、最悪の場合、処置の必要な部位に処置器具
が到達できず、別のルート（切開創）を設ける必要が生じる事態となる可能性も孕んでい
る。一方、人体は柔軟であるため、これを無理に大きく動かすことも可能ではあるが、外
套管全体が動いてしまうため、該外套管の動作に追従して動く腹壁（切開創）に無理を強
いることになり、また外套管全体と腹壁及び処置器具類の相対的位置がずれることで、腹
壁固定部からの気腹ガスの漏れ、処置器具挿入部となる保持部の変形による気腹ガスの漏
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れなどが危惧されることから、結果、患者へ負担を増す事態となり、低侵襲といった内視
鏡下手術の主旨から外れたものになってしまうことも考えられる。
【０００５】
  そこで本発明は、処置器具等を挿入ポートに装着した状態で、人体に無理なく処置器具
等の角度を大きく動かすことができ、一つの切開創から体腔内の広範囲な空間を安全に処
置することができる使用勝手に優れた医療用処置器具の挿入ポートを提供することを課題
とした。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の医療用処置器具挿入ポートは、体表側に位置するプレート状の面を有する外套
管と、柔軟で屈曲自在な可撓性樹脂により形成する筒状のポート周面と、前記ポート周面
の近端部に設ける、該ポート周面より硬質な可撓性樹脂より形成する器具保持部と、前記
ポート周面の遠端部に設ける、前記外套管のプレート状の上面内部への装着手段より構成
し、該ポート周面内部には空間が形成され、該空間の開口面は、ポート周面の近端側と遠
端側でほぼ同等か、あるいは、遠端側に向かって徐々に大きく形成されてなり、前記外套
管に前記構成の挿入ポート複数を設けることができるように形成する。そして、前記器具
保持部に、前記挿入ポートの内腔と連通する挿入孔を設け、該挿入孔の孔面と当接させて
内視鏡や処置器具を保持して、該処置器具等の角度を変更するさい、前記器具保持部と前
記処置器具等の当接部、及び、前記装着手段は固定されたまま形状が変形することがなく
、前記ポート周面のみが、変更動作に追従して自在な屈曲を可能とする機能を備えた挿入
ポートとした。
 
【０００７】
　また、前記挿入ポートは内部に、前記したポート周面の自在な屈曲を妨げない弾性を有
する気密弁を設けて構成した。例えば、前記器具保持部より連接一体化され、挿入ポート
周面に囲繞されるダックビル弁等で有ればよい。
【０００８】
　更に、前記挿入ポート周面を形成する柔軟で屈曲自在な可撓性樹脂は、ゴム弾性を有す
るシート状樹脂より形成すると一層良い。
【０００９】
前記器具保持部と、柔軟なポート周面との硬軟を変化させる手段として、異なる硬度を有
する同じ樹脂、または、異なった樹脂により各々を形成する手段を用いる。
【００１０】
　また、前記器具保持部と、柔軟な挿入ポート周面との硬軟を変化させる別の手段として
、同じ材料の樹脂を異なった厚さで形成する手段を用いる。尚、該手段あるいは、前段の
手段のいずれを選択するかは、状況に応じより利点の多い方を選択すれば良く、また器具
保持部に補強材を用いるなどの別の手段によっても同一の作用が得られれば良い。
【００１１】
（作用）
本手段によれば、挿入ポートに、挿着した内視鏡や処置器具は、器具保持部と処置器具等
の接触部及び外套管のリング状の面への装着手段が固定され、かつ、人体への装着部を含
む外套管を動かすことなく、柔軟なポート周面のみが自在に屈曲し、体腔に対する処置器
具の角度が大きく自在に変えられるため、体腔内の広範囲な部分に、人体や器具に無理な
く処置器具先端の操作部分を到達させることができる。
【００１２】
　また、挿入ポートに弾性を有する気密弁を内包すると、前段の作用を大きく損なうこと
なく気腹手術に適応した挿入ポートとすることが可能で、更に前記ポート周面を、弾性を
有する柔軟な可撓性樹脂で形成することで屈曲と共に、伸縮も可能となり更に前記作用を
助長させることができる。
【００１３】
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　更に、ポート周面と器具保持部の硬軟を変化させる手段として、異なる硬度の材料を使
用すれば、硬度を自由に選択できることで、器具保持部には保持に十分な硬さを持たせ、
挿入ポートには屈曲自在な適度な柔軟性を持たせることが容易にでき、前記作用をより確
実にすることが期待できる。
　一方、前記変化の手段として、同一材料で厚さを変える手段を用いると、挿入ポート全
体を一体的に形成することが可能となり製造コストを抑えることが期待できる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の医療用処置器具の挿入ポートによれば、前記した作用により、一つの外套管（
一カ所の切開創）から、人体や外套管等の器具類に無理なく体腔内の広い範囲に処置器具
類の操作部が到達することができ、広範への処置が可能となるため、結果として、内視鏡
下外科手術における患者の負担を少なくすることができる。また、前記、広範な処置部に
処置器具を到達させる操作が無理なく、自在にできる作用により、取り回しが良く使い勝
手に優れた器具となり術者への負担も小さくすることができる。これらは、ひとつの外套
管に一つの挿入ポートを設けたものであっても有効であるが、複数の挿入ポートを設ける
ことにより、より効果的となる。
更に、この作用、効果により、これまで内視鏡下手術では困難とされる広範な手術部位へ
の適用が可能となることが考えられ、内視鏡下外科手術の適用の可能性を広げることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の実施の形態の一例を、図面を用いて詳細に説明する。
図１は、本発明の実施の形態の一例を示す構成図で、本形態の医療用処置器具の挿入ポー
トは、処置器具等の装着部となる挿入ポート１と、切開創への装着部となる外套管２より
構成され、挿入ポート１は、処置器具等の通路となる柔軟な円筒状のポート周面１１と、
該ポート周面１１の近端側に連設され、処置器具類を挿入し、かつ保持するための円形の
挿通孔１３を設けた、器具を保持可能な硬さと可撓性を有する器具保持部１２と、前記ポ
ート周面１１の遠端側に連設される、後記する外套管２のプレート状の上リング２１の上
面に装着される外套管装着部１４、及び、前記器具保持部１２より連接され、挿入ポート
周面１１に囲繞され、挿入ポート１に内包される気密弁１５より構成される。
一方外套管２は、一つあるいは複数の前記挿入ポート１を装着可能な、通孔を有したプレ
ート状の面を有する、体壁に装着したさい体表側に置かれる上リング２１と、体腔内に挿
入され、前記上リング２１と体壁を挟持して切開創を保持する下リング２３と、円筒状の
弾性を有する樹脂を上リング２１と下リング２３に両端部を拡張して固定し、切開創との
接触部となり開創状態を維持する弾性部材２２より構成される。
ここで、外套管２に設ける挿入ポート１は一つであってもかまわないが、一つの場合は、
前記した従来技術の特開２００２－２８１６３の弁プレートであっても類似の作用を生じ
るため、挿入ポート１複数を一つの外套管２に設けるものであると、本発明特有の特長が
際立つものとなりより効果的である。
【００１６】
　図２は、本実施の形態の一例の挿入ポート１を示す断面図で、ポート周面１１は、医療
用であるため毒性のない、屈曲自在な柔軟で弾性を有する樹脂であれば特定するものでは
ないが、本例においては肉薄のシリコーンゴムを円筒状に形成して用い、その外径や高さ
は使用状況により選択されるものであるが、自在に屈曲できる作用を十分に発揮するため
には内部空間１６を広くとると効果的であり、該外径や高さはスペースとの関係で可能な
範囲で大きく取るように配慮されるものである。尚、本例及び明細書のポート周面１１は
、円筒状としたが断面が八の字型に広がったもの等を含めたものを指しており、該八の字
形状であると更に効果的となる可能性もある。
【００１７】
　器具保持部１２は、毒性のない、処置器具を保持する十分な硬さを有する可撓性樹脂で
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有れば特定するものではないが、本例においては前記ポート周面１１と同一のシリコーン
ゴムを肉厚とし、前記した処置器具類の挿入口となる挿入孔１３を設けて、挿入ポート周
面１１と一体成型して形成した。
　また、挿入孔１３は処置器具類の出入り口と共に、該処置器具類を気密的に保持するも
のであるため、弾性部材を用い、孔径を挿入する処置器具より僅かに小さな径とすること
で、挿入時は、弾性により処置器具により押し広げられて挿入可能で、使用時は、処置器
具を挿入孔１３の孔面が締め付けることにより気密的な保持を確実なものとしている。
　尚、前記したとおりこの器具保持部１２は挿入ポート１１と別の材料、あるいは同じ材
料を、硬度を変えて用いても良いが、その場合は、自在に硬度を選択できる利点があるが
、２部品を別に成形し組み合わせる必要がありコスト高となる可能性があるは前述の通り
である。
【００１８】
　外套管装着部１４は、外套管２へ挿入ポート１を取り付け一体化するためのもので、確
実に装着されるものであればどのような手段を採ることも可能であるが、本例においては
、該外套管挿着部１４をポート周面１１の遠端側に、該ポート周面１１の外周側にリング
状に突起させ、シリコーンゴムにより一体成形して連設し、外套管２の上リング２１に設
ける円形状の溝２４に該外套管挿着部１４を挿着して取り付けられる。尚、更に確実な装
着あるいは気密維持のためには、挿着部に可撓性のＯリング（図示しない）等の装着補助
具を取り付け固定する手段を用いると一層効果的となる。
【００１９】
　気密弁１５は挿入ポート１に内包され、処置器具を装着して操作するさいにポート周面
１１の自在な屈曲を妨げないことが重要な条件となり、確実な気密性に加え、該挿入ポー
ト１の内腔の空間１６を大きく占有しないもの、そして挿入ポート周面１１と同様な柔軟
性を有するものが選択される。本例においては、器具保持部１２に連接しポート周面１１
に囲繞される、シリコーンゴムにより挿入ポート１全体を一体成型で形成した公知のダッ
クビル弁として構成した。尚、ダックビル弁については一般的であるため説明を省略する
が、前記条件を考慮して機能面に支障がない範囲で極力小さく形成される。
　この気密弁１５と器具保持部１２の挿入孔１３により、処置器具類を挿入した状態では
挿入孔１３により、一方、処置器具類が挿入されない状態では気密弁１５により体腔内の
気密は維持されている。
　尚、気密弁１５はダックビル弁の他スリット弁、クロス弁、フラップ弁などを上記条件
に適合するように用いることもでき、更に気腹の維持が必要ない場合や重要でない場合、
あるいは、処置器具を常に挿着した状態で使用する場合などでは気密弁自体を設けなくて
も良い。
　また、本例は機能とコストのバランスを考慮して全ての部位を一体成形で形成したが、
機能面を最優先して各部を最適材料で各々成形しても良い。
【００２０】
　図３は、本実施の形態の一例の挿入ポートに処置器具を挿着した状態（Ａ）、及び挿入
ポートが屈曲した状態（Ｂ）を示す断面の模式図で、処置器具３を挿入ポート１より体腔
内に挿入すると、処置器具３と器具保持部１２の挿入孔１３孔面が当接され器具が支持さ
れ（図Ａ）、この状態で処置器具３の体腔に対する角度を変えると（図Ｂ）、前記した処
置器具３は、挿入孔１３の当接部に支持され器具保持部１２への固定を維持し、かつ器具
保持部１２も変形することなく形状を維持した状態を保ち、更に、前記した外套管装着部
１４も固定されたまま形状を維持するため、外套管２全体が変形することなく元の人体装
着状態を維持して、挿入ポート周面１１のみが屈曲または／かつ伸縮して、処置器具３の
角度の変化に対応した曲がった状態となっている。これにより、本発明の最大の特徴であ
る前記作用となる人体や器具類に負担を掛けることなく、気密を維持したまま処置器具３
を体腔に対して大きく角度を変えて動かすことが可能となっている。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
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【図１】発明の実施の形態の一例を示す構成図。
【図２】前記実施の形態の一部を示す断面図。
【図３】前記実施の形態に、処置具を装着した状態の一部断面を示す模式図。
【符号の説明】
【００２２】
  １．　挿入ポート
　１１．挿入ポート周面
　１２．器具保持部
　１３．挿入孔
　１４．外套管装着部
  １５．気密弁
　１６．空間
  ２．　外套管
　２１．上リング
　２２．弾性部材
  ２３．下リング
  ２４．溝
　３．　処置器具   

【図１】 【図２】
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